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落川遺跡出土石製刻字紡錘車 
           

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石製刻字紡錘車 

（「和銅七年十一月二日鳥取部直六手縄」） 

 

落川・一の宮遺跡は、多摩川右岸の沖積微高地上に立地する遺跡で、縄文時代から近世までの各時代の遺物・遺 

溝が検出される質・量ともに豊富な遺跡として知られ、その一部は「落川遺跡」として東京都の史跡に指定されて

いる。 

 この石製刻字紡錘車（糸を紡ぐ時に使うおもり）は、落川・一の宮遺跡内の区画整理事業に伴って行われた調査

で検出した住居跡（ＳＩ３６）の床面から出土した。 

 発見された紡錘車は、暗緑色の火成岩製であり、上面径4.2cm、下面径2.7cm、厚さ1.8cmの載頭
せっとう

円錐形
えんすいけい

を呈し、

重量は 54.6g である。中央に 7mm の円孔が穿
うが

たれ、全体は研磨によって仕上げられている。側面や上面を中心に

調整痕ともキズともつかない小さな打ち欠きが少なからず見られ、また、下面の円孔周辺に、使用によるものか若

干の擦痕が認められている。 

 刻字は、上面に施されており、「和銅七年十一月二日鳥取部直六手縄」と読める。全体に字の刻みは鮮明で、筆運

びすら感じさせる字体である。「和銅七年」は西暦714年にあたり、「鳥取部」（ととりべ）は品部（古代の組織）の

ひとつで、「直」（あたい）は姓（カバネ）、六手縄（むてなわ）は人名とみられる。 

この紡錘車は、「和銅七年」という刻字が施された8世紀初頭の確実な文字資料であることが重要であり、武蔵国

府近隣のこの地における律令体制の広がりを示す資料として、また日本の古代社会史を考える上で、大きな意義を

持つ資料である。 
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（見学の際には、事前にお問合せ下さい。） 

 

問合せ先日野市教育委員会 生涯学習課 文化財係（042-585-1111）Email:bunkazai@city.hino.lg.jp 
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